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遺
跡
形
成
過
程
か
ら
見
た
巨
岩
と
社
殿・

小
嶋
　
篤

は
じ
め
に

　
『「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
』
は
、
二
〇
一
七
年
七
月
に
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
登
録
に
い
た
る
一
連
の
経
緯
に
つい
て
は
、
鈴
木
地
平
氏
や
岡
寺

未
幾
氏
、
大
高
広
和
氏
ら
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
二
〇
一
七
、
岡
寺
・
大
高

二
〇
一
八
）。
こ
の
整
理
の
中
で
も
指
摘
さ
れ
た
が
、
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）

が
宗
像
大
社
沖
津
宮
の
み
を
登
録
す
べ
き
と
勧
告
し
た
要
因
に
は
、「
沖
ノ
島
や
そ
の
出
土

品
に
研
究
や
関
心
が
集
中
し
が
ち
だ
っ
た
」
点
が
挙
げ
ら
れ
る
（
岡
寺
・
大
高
二
〇
一
八
）。

筆
者
も
同
意
見
で
あ
り
、
沖
ノ
島
の
相
対
評
価
を
可
能
に
し
、
沖
ノ
島
が
有
す
る
歴
史

的
価
値
を
さ
ら
に
引
き
出
す
た
め
の
実
証
研
究
の
蓄
積
が
、
こ
れ
か
ら
の
『「
神
宿
る
島
」

宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
』
の
保
全
活
用
に
求
め
ら
れ
る
。

　

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
二
〇
一
二
年
に
発
表
し
た
論
文
「
墓
制
と
領
域
-
胸
肩
君
一

族
の
足
跡
-」
で
は
、
沖
ノ
島
研
究
の
土
台
と
し
て
、
祭
祀
の
一
翼
を
担
っ
た
胸
肩
君
の
活

動
領
域
に
つい
て
考
古
資
料
を
軸
に
論
証
を
試
み
た（
1
）。
ま
た
、
沖
ノ
島
の
周
囲
に
形
成

さ
れ
た
航
路
の
実
態
解
明
や
、
沖
ノ
島
祭
祀
の
成
立
・
展
開
を
地
域
的
な
枠
組
み
で
も
相

対
評
価
す
る
こ
と
を
将
来
的
な
研
究
射
程
に
入
れ
て
い
た
。
本
稿
も
こ
の
研
究
方
針
の
延

長
線
上
に
あ
り
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
が
も
つ
資
料
的
価
値
を
引
き
出
す
た
め
の
基
礎
研
究

を
目
指
す
（
図
一
）。
ま
ず
は
、
研
究
起
点
と
な
る
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
概
要
を
記
し
、

本
稿
の
研
究
課
題
を
明
示
す
る
。

図一 　遺跡分布図
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一
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
と
「
遺
跡
形
成
過
程
」

　

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
は
、
山
頂
尾
根
か
ら
南
に
く
だ
っ
た
緩
傾
斜
地
に
位
置
す
る
（
図
二
）。

本
地
点
に
は
、
宗
像
大
社
沖
津
宮
の
社
殿
も
鎮
座
し
て
お
り
、
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る

祭
祀
の
場
が
重
層
的
に
存
在
す
る
。
祭
祀
遺
跡
の
う
ち
、
最
も
出
土
遺
物
が
集
中
す
る

一
号
遺
跡
は
、
巨
岩
群
と
沖
津
宮
社
殿
か
ら
南
方
に
の
び
る
緩
斜
面
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、

巨
岩
の
ま
わ
り
南
北
一
〇ｍ
×
東
西
九ｍ
の
範
囲
に
遺
物
が
広
が
る
（
図
三
）。
発
掘
調
査

で
は
、
巨
岩
の
南
側
と
東
側
で
角
礫
を
敷
い
た
石
敷
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
点
が
注
目
で

き
る
。
出
土
遺
物
は
金
属
製
雛
形
品
、
金
属
製
・
滑
石
製
形
代
、
皇
朝
銭
、
奈
良
三
彩

小
壺
に
加
え
て
、
多
種
多
量
の
土
器
片
が
確
認
さ
れ
た
。
と
く
に
土
器
片
は
、
お
び
た
だ

し
い
数
量
が
雑
然
と
堆
積
し
て
お
り
、
祭
祀
跡
と
捉
え
る
か
、
祭
祀
後
の
廃
棄
場
と
捉
え

る
か
に
つい
て
議
論
が
分
か
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
中
津
宮
が
鎮
座
す
る
大
島
に
て「
大
島
御
嶽
山
遺
跡
」の
発
掘

調
査
が
実
施
さ
れ
、露
天
状
の
祭
祀
遺
跡
で
須
恵
器
大
甕
を
据
え
置
い
た
痕
跡
が
見
出
さ
れ

た（
安
部
二
〇
一
五
、白
木
二
〇
一
八
）。こ
の
成
果
を
ふ
ま
え
、小
田
富
士
雄
氏
は「（
沖
ノ
島

一
号
遺
跡
を
祭
祀
の
場
と
す
る
の
は
）一
号
遺
跡
の
形
成
当
初
ま
で
で
、そ
の
後
半
期
に
は
廃

棄
場
所
に
変
貌
し
た
公
算
が
大
き
い
。
そ
の
転
換
期
は
お
そ
ら
く
社
殿
が
出
現
し
て
そ
こ
で

祭
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
なった
か
ら
で
あ
ろ
う
」と
の
見
通
し
を
示
し
た（
小
田
二
〇
一
三
）。

　

ま
た
、
笹
生
衛
氏
は
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（
延
暦
二
三
年
（
八
〇
四
））
に
記
さ
れ

た
祭
祀
の
全
体
構
成
を
「
①
供
献
品
や
神
饌
を
用
意
し
、
祭
祀
の
場
を
清
め
装
飾
す
る

準
備
段
階
」、「
②
幣
帛
や
神
饌
を
捧
げ
告
刀
（
祝
詞
）
を
奏
上
す
る
祭
祀
の
中
核
部
分
」、

「
③
幣
帛
等
を
収
納
し
た
り
直
会
を
行
っ
た
り
す
る
祭
祀
後
の
対
応
」
の
三
段
階
に
分
け
、

一
号
遺
跡
の
再
評
価
を
行
っ
た
（
笹
生
二
〇
一
一
）。
そ
の
成
果
を
基
に
す
る
と
、「
巨
岩
の

傍
（
五
号
遺
跡
）
は
、
神
宮
に
お
け
る
大
神
の
御
前
と
同
様
、
神
霊
近
く
で
神
饌
を
供
す

る
場
」
で
あ
り
、「
巨
岩
か
ら
離
れ
た
場
所
（
一
号
遺
跡
）
で
は
、
祝
詞
奏
上
後
の
直
会

と
の
関
わ
り
や
使
用
し
た
祭
祀
具
の
整
理
・
集
積
が
な
さ
れ
た
」
と
整
理
で
き
る
。

　

小
田
氏
や
笹
生
氏
の
研
究
成
果
は
、
沖
ノ
島
研
究
に
お
け
る
今
後
の
指
針
を
示
し
て
お

り
、〝
祭
祀
遺
跡
の
形
成
過
程
〟
を
具
体
的
に
追
究
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
一
号
遺
跡
は
二
〇
〇
年
以
上
も
続
く
祭
祀
行
為
が
蓄
積
さ
れ
た
全
国
屈
指
の
祭
祀
遺

跡
で
あ
り
、
闇
雲
に
検
討
を
行
って
も
、
導
き
出
さ
れ
た
仮
説
は
砂
上
の
楼
閣
に
等
し
い
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
一
号
遺
跡
と
同
時
代
に
形
成
さ
れ
た
、
残
存
状
況
が
良
好
な
祭
祀

遺
跡
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
解
明
に
向
け
た
基
礎
研
究
を
積
み
上
げ

る
。
な
お
、
検
討
に
当
た
って
は
沖
ノ
島
が
属
す
る
大
宰
府
管
内
、
と
く
に
宗
形
郡
を
含

む
筑
前
国
を
対
象
と
す
る（
2
）。
つ
ま
り
、
本
稿
の
研
究
課
題
は
、「
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
と

同
時
代
で
、
同
領
域
に
属
す
る
祭
祀
遺
跡
の
解
明
」
に
あ
り
、
本
課
題
を
通
じ
て
、
沖
ノ

島
祭
祀
遺
跡
の
解
明
に
向
け
た
方
法
論
の
錬
磨
を
図
る
。
具
体
的
に
は
、
祭
祀
遺
跡
に
お

け
る
各
遺
構
の
時
空
間
的
配
置
と
出
土
遺
物
に
残
さ
れ
た
痕
跡
を
検
証
し
、
双
方
の
分
析

結
果
を
統
合
す
る
こ
と
で
遺
跡
形
成
過
程
を
論
証
す
る
。
加
え
て
、
遺
跡
形
成
過
程
の

整
理
に
基
づ
き
、「
祭
祀
」
の
所
作
を
復
元
す
る
た
め
の
具
体
的
論
拠
を
積
み
上
げ
、
祭

祀
空
間
に
つい
て
も
検
討
を
進
め
る
。

二
、
後
野
・
山
ノ
神
前
遺
跡
群
の
巨
岩
（
福
岡
県
那
珂
川
市
）

　

後
野
・
山
ノ
神
前
遺
跡
群
は
、
福
岡
平
野
を
見
下
ろ
す
片
縄
山
の
山
頂
付
近
（
山
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体が緩斜面の末端に位置するため、遺物が南側に流

れる状況にあるが、石敷状遺構と遺物の集積に相関
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（小田二〇一三より引用）
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図二　沖ノ島祭祀遺跡全体図（笹生二〇一二より引用）

図三　沖ノ島 1 号遺跡の石敷状遺構と遺物出土状況
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頂
標
高
二
五
三
・
九ｍ
、
遺
跡
標
高
二
二
一
～
二
三
〇ｍ
）
に
位
置
し
、
奈
良
～
平
安
時

代
（
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
）
に
祭
祀
遺
跡
が
形
成
さ
れ
た
（
図
四
）。
祭
祀
遺
跡
は
巨

岩
群
を
中
心
に
広
が
り
、
二
三
基
の
祭
祀
遺
構
と
参
道
状
遺
構
一
条
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

巨
岩
群
中
最
大
の
大
岩
（
長
さ
約
三ｍ
×
高
さ
約
一
・
五ｍ
）
の
周
囲
に
広
が
る
三
号
祭

祀
遺
構
で
は
、
岩
陰
部
分
に
完
形
の
土
器
が
据
え
置
か
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
（
図
七
）。

加
え
て
、
他
の
巨
岩
・
集
石
の
周
囲
で
も
小
片
と
な
っ
た
須
恵
器
（
坏
・
皿
・
壺
）
と
土

師
器
（
坏
・
鉢
・
高
坏
・
甕
・
甑
・
製
塩
土
器
・
手
づ
く
ね
土
器
）
が
出
土
し
た
（
図
五
）。

と
く
に
、
甑
の
存
在
は
付
近
で
の
調
理
を
想
起
さ
せ
、
実
際
に
一
五
号
祭
祀
遺
構
で
は
炉
跡

（
支
脚
と
焼
土
）
が
検
出
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
二
三
基
の
祭
祀
遺
構
に
は
、
祭
場
だ
け
で

な
く
、
神
饌
の
調
理
を
行
っ
た
場
所
も
含
む
と
判
断
で
き
る
。

　

三
号
祭
祀
遺
構
で
は
、
こ
れ
ら
の
土
器
と
は
他
に
、
巨
岩
か
ら
や
や
離
れ
た
位
置
で
土

師
器
甕
と
須
恵
器
坏
の
埋
納
も
確
認
で
き
る
（
図
八
）。
埋
納
土
坑
の
前
面
に
は
灯
明
皿

が
置
か
れ
て
お
り
、
日
没
後
に
祭
具
の
埋
納
が
な
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
、
本
遺
跡
群
の
形
成
を
単
系
列
的
に
時
間
軸
で
整
理
す
る
。

①
神
の
存
在
を
象
徴
す
る
巨
岩
の
認
知

②
祭
祀
の
準
備

③
神
饌
の
調
理

④
巨
岩
前
面
で
幣
帛
・
神
饌
の
奉
献
や
祝
詞
の
奏
上

⑤
神
饌
の
撤
下

⑥
幣
帛
・
供
膳
具
・
調
理
具
・
照
明
具
の
収
納
と
集
積

　

巨
岩
の
認
知
は
祭
祀
の
前
提
条
件
だ
が
、
考
古
資
料
と
し
て
は
痕
跡
を
残
さ
な
い
。
状

況
証
拠
と
し
て
は
、
片
縄
山
山
麓
で
の
群
集
墳
造
営
や
「
裂
田
溝
」
に
象
徴
さ
れ
る
眼
下

の
平
野
開
発
が
挙
げ
ら
れ
、
同
地
域
が
古
墳
時
代
か
ら
の
開
発
地
で
あ
っ
た
点
等
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

祭
祀
執
行
の
た
め
の
物
資
は
、
同
遺
跡
群
外
か
ら
の
輸
送
で
確
保
す
る
た
め
、
整
備
の

有
無
に
関
係
な
く
、
登
山
道
の
形
成
は
避
け
ら
れ
な
い
。
発
掘
調
査
で
は
巨
岩
群
へ
と
い
た

る
参
道
状
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。

　

神
饌
の
調
理
は
、
必
ず
し
も
祭
場
に
接
す
る
場
所
で
実
施
す
る
必
要
は
な
い
が
、『
皇

太
神
宮
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
常
の
調
理
と
は
異
な
る
特
別
な
調
理
（
道
具

の
製
作
・
種
火
の
選
定
等
）
が
な
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
遺

跡
群
で
は
山
頂
付
近
に
も
関
わ
ら
ず
、
巨
岩
群
に
接
し
て
炉
跡
や
甑
片
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
祭
場
に
接
す
る
場
所
で
神
饌
の
調
理
も
な
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。

　

運
搬
し
て
き
た
神
饌
、
あ
る
い
は
隣
接
地
で
調
理
し
た
神
饌
は
坏
や
皿
等
の
供
膳
具
に

配
さ
れ
て
、
神
へ
と
奉
献
さ
れ
る
。
岩
陰
で
完
存
す
る
土
器
類
に
つい
て
は
、
奉
献
時
の
状

態
を
遺
す
可
能
性
は
あ
る
が
、
撤
下
後
の
収
納
と
の
峻
別
は
難
し
い
。
少
な
く
と
も
、
出

土
土
器
の
総
量
か
ら
見
て
、
使
用
し
た
供
膳
具
や
調
理
具
は
持
ち
帰
ら
ず
に
、
巨
岩
の
周

囲
に
意
図
的
に
集
積
し
た
と
判
断
で
き
る
。
原
位
置
を
伴
う
事
例
と
し
て
は
、
巨
岩
前
面

で
の
土
器
埋
納
行
為
が
あ
り
、
灯
明
皿
の
存
在
か
ら
日
没
後
に
祭
具
の
埋
納
が
な
さ
れ
た

と
推
定
で
き
る
。

　

本
遺
跡
群
は
巨
岩
祭
祀
の
典
型
的
事
例
で
あ
る
一
方
で
、
灯
明
皿
と
い
う
原
始
神
道
に

は
も
と
も
と
見
ら
れ
な
か
っ
た
祭
具
も
存
在
す
る
。
同
遺
跡
で
は
灯
明
皿
に
加
え
て
、
香

炉
状
の
土
師
器
蓋
や
鉄
鉢
形
須
恵
器
も
出
土
し
て
お
り
、
古
代
寺
院
跡
出
土
遺
物
と
も



1: 大薮遺跡群　2: 後野・山ノ神前遺跡群

1
2
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図四　後野・山ノ神前遺跡群と大薮遺跡群の立地環境 (Ｓ=1/25,000)

図五　後野・山ノ神前遺跡群の遺構と遺物 図六　大薮遺跡群出土遺物

１

２ ３

４

５

１：15 号祭祀遺構 ( 支脚と焼土 )

２：20 号祭祀遺構出土甑

３：22 号祭祀遺構出土製塩土器

４：９号祭祀遺構出土香炉状蓋

５：４号祭祀遺構出土鉄鉢形須恵器

平瓦片

墨書土器



埋甕

灯明皿

（半岩陰）

集積

集積

埋甕

灯明皿

油煙痕 ( 新 )油煙痕 ( 旧 )

灯明皿 (Ｓ=1/3)

　灯明皿（上図）の口縁部内面に油

煙痕が２箇所で確認できる。双方の

油煙痕には顕著な風化の違いがあり、

非連続的に２回以上灯火された履歴

をもつ灯明皿と判断できる。

埋甕 (Ｓ=1/6)
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図七　後野・山ノ神前遺跡群三号祭祀遺構（Ｓ＝ 1/40）

図八　後野・山ノ神前遺跡群の三号祭祀遺構埋甕
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類
似
す
る
（
図
五
）。
実
は
、
後
野
・
山
ノ
神
前
遺
跡
群
に
隣
接
す
る
大
薮
池
遺
跡
群
で

は
複
数
の
瓦
片
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
周
囲
に
小
規
模
な
山
林
寺
院
（
短
期
型
山
寺
・

仏
堂
）
が
存
在
す
る
と
見
ら
れ
る
（
図
六
）。
つ
ま
り
、
古
代
の
片
縄
山
山
頂
付
近
で
は
、

社
と
山
寺
が
一
体
と
な
っ
た
宗
教
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
巨
岩
祭
祀
の
場

で
も
祭
具
の
一
部
が
習
合
す
る
実
態
が
窺
え
る
。

三
、
金
武
城
田
遺
跡
の
社
殿
（
福
岡
県
福
岡
市
）

　

金
武
城
田
遺
跡
は
飯
盛
山
山
麓
に
発
達
す
る
扇
状
地
に
位
置
し
、
眼
下
に
福
岡
平
野

が
一
望
で
き
る
（
図
九
）。
ま
た
、
北
西
の
方
角
に
は
飯
盛
山
山
頂
が
段
丘
を
挟
ん
で
遠

望
で
き
る
。
本
遺
跡
は
現
在
の
水
田
に
い
た
る
複
合
遺
跡
で
あ
り
、
社
殿
が
検
出
さ
れ
た

調
査
地
点
で
は
、
現
地
表
面
か
ら
下
層
に
第
一
面
（
一
〇
世
紀
前
後
・
水
田
）、
第
二
面

（
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
・
社
殿
）、
第
三
面
（
七
世
紀
後
半
～
八
世
紀
前
半
・
官
衙
）、

第
四
面
（
六
世
紀
末
～
七
世
紀
・
集
落
）
の
四
つ
の
遺
構
面
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、

第
二
面
と
同
時
期
の
別
の
調
査
区
で
は
、
官
衙
建
物
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
役
所

と
社
が
隣
接
す
る
。

　

本
殿
と
見
ら
れ
る
中
心
建
物
（
Ｓ
Ｂ
３
０
）
は
、
南
北
約
一
八ｍ
×
東
西
約
一
〇ｍ
の

基
壇
状
盛
土
上
に
築
か
れ
た
二
間
×
三
間
の
総
柱
建
物
で
、
南
北
に
独
立
棟
持
柱
を
も
つ

（
図
九
）。
柱
径
は
約
一
五
㎝
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
総
柱
建
物
と
言
っ
て
も
、
倉
庫
の
よ

う
な
過
大
な
重
量
負
荷
が
か
か
る
用
途
は
考
え
難
い
。
基
壇
状
盛
土
の
四
方
は
幅
〇
・
五

ｍ
×
深
さ
〇
・
二ｍ
ほ
ど
の
区
画
溝
（
内
溝
）
が
巡
り
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
も
幅
〇
・
五

ｍ
×
深
さ
〇
・
二ｍ
ほ
ど
の
二
つ
目
の
区
画
溝
（
外
溝
）
が
「
コ
」
の
字
状
に
巡
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
二
重
の
溝
の
外
側
に
は
、
柵
列
が
西
側
と
北
側
の
二
方
向
で
検
出
さ
れ
た
。
東
側

は
削
平
に
よ
り
遺
構
が
失
わ
れ
る
が
、
外
溝
と
の
対
応
関
係
か
ら
柵
列
も
「
コ
」
の
字
状

に
巡
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
以
上
の
様
相
を
ふ
ま
え
る
と
、
本
殿
は
南
面
設
計
で
建
て
ら
れ

た
と
判
断
で
き
る
。

　

本
殿
を
巡
る
区
画
溝
の
内
側
は
、
玉
砂
利
風
に
花
崗
岩
礫
等
を
敷
き
詰
め
て
お
り
、
現

代
の
我
々
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
境
内
」
に
近
い
空
間
が
存
在
す
る
。
こ
の
「
境
内
」
の
南

端
（
社
殿
か
ら
南
に
約
四ｍ
）
に
は
人
為
的
な
礫
積
み
（
方
形
石
積
み
、
南
北
約
一
・
八ｍ

×
東
西
約
二
・
四ｍ
）
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
礫
積
み
の
内
部
か
ら
多
く
の
土
器
片
・
鉄

器
片
、
さ
ら
に
礫
積
み
の
下
か
ら
は
土
器
埋
納
遺
構
八
基
が
検
出
さ
れ
た
。
土
器
埋
納
遺

構
八
基
の
う
ち
六
基
は
、
平
底
の
須
恵
器
瓶
を
単
体
で
埋
納
し
た
も
の
で
、
残
り
の
二
基

は
、
土
師
器
甕
と
須
恵
器
坏
を
埋
納
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

最
も
大
規
模
な
埋
納
事
例
（
Ｓ
Ｐ
５
５
５
・
Ｓ
Ｘ
５
２
）
を
見
る
と
、
土
坑
の
中
心
に

土
師
器
甕
を
埋
設
し
、
そ
の
周
り
を
囲
む
よ
う
に
土
師
器
坏
を
重
ね
て
配
す
る
（
第
一
〇

図
）。
土
師
器
甕
の
器
面
に
は
煤
が
付
着
し
、
底
部
内
面
に
は
焦
げ
付
い
た
炭
化
物
が
確

認
で
き
る
た
め
、
確
実
に
調
理
（
煮
炊
き
）
を
行
って
い
る
（
写
真
一
）。
さ
ら
に
調
理
状

況
を
追
究
す
れ
ば
、
内
面
の
器
面
の
荒
れ
や
焦
げ
付
き
は
胴
部
下
半
の
み
に
見
ら
れ
、
加

え
て
口
縁
部
に
吹
き
こ
ぼ
れ
の
痕
跡
が
な
い
た
め
、
調
理
物
の
体
積
は
甕
容
量
の
三
分
の
一

程
度
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
次
に
周
囲
に
重
ね
ら
れ
た
土
師
器
坏
を
見
る
と
、
一
個

体
に
油
煙
痕
と
灯
芯
痕
が
あ
り
、
灯
明
皿
が
確
認
で
き
た
。
灯
芯
痕
は
二
箇
所
あ
り
、
計

二
回
の
着
火
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
二
つ
の
油
煙
痕
に
新
旧
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
を
ふ

ま
え
る
と
、
一
度
消
え
か
け
た
灯
明
に
再
度
燃
料
を
補
充
し
て
新
た
な
灯
明
芯
を
足
し

た
こ
と
が
窺
え
る
（
牧
田
・
伊
野
二
〇
一
四
）。
つ
ま
り
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
灯
明
を
用



１：金武城田遺跡 5区

　　8世紀第１四半期に「コ」字形配列建物群。

　　同地点を再整備して、8世紀第 2四半期に

　　「社殿」を建立。

２：金武城田遺跡 2区

　　9世紀以降の「コ」字形配列建物群か。

３：金武城田遺跡 5区

　　8～ 9世紀の「Ｌ」字形配列建物群。

４：浦江遺跡 5次 17・18 区

　　7世紀後半の大型建物群。

５：都地遺跡 6次Ｂ1区

　　8世紀の「コ」字形配列建物群。

金武城田遺跡の本殿跡

金武城田遺跡 5区の遺構配置図
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図九　金武城田遺跡の立地環境と遺構 ( 吉留他 2007より引用 )
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い
る
必
要
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
灯
明
皿
以
外
の
土
師
器
坏
に
つい
て
は
、

器
面
に
確
実
な
使
用
痕
跡
が
な
い
た
め
、
新
品
に
ち
か
い
も
の
が
埋
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
そ
し
て
、
本
事
例
に
つい
て
は
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
痕
跡
が
確
認
で
き
、
土
坑

の
縁
に
灯
明
皿
と
し
て
用
い
た
土
師
器
坏
二
点
が
置
か
れ
た
ま
ま
埋
め
ら
れ
て
い
た
。
土

坑
縁
の
灯
明
皿
の
存
在
を
素
直
に
評
価
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
埋
納
は
夜
間
に
実
施
さ
れ
た

と
想
定
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
埋
納
に
関
わ
る
遺
物
は
、「
神
饌
の
調
理
、
神
饌
の
奉
献
、

祭
具
の
埋
納
」
の
三
つ
の
場
面
に
由
来
し
た
も
の
を
含
む
。

　

次
に
本
殿
周
囲
の
施
設
に
注
目
す
る
が
、
第
一
面
（
一
〇
世
紀
の
水
田
）
の
削
平
に
よ

り
、
各
掘
立
柱
建
物
の
存
続
期
間
・
先
後
関
係
を
層
位
的
関
係
か
ら
厳
密
に
特
定
す
る
の

は
難
し
い
。
し
か
し
、
本
殿
の
西
隣
に
二
間
×
二
間
の
総
柱
建
物
（
第
二
面
）
が
存
在
し
た

こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
本
殿
に
伴
う
「
神
庫
」
の
存
在
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
遊
離
資

料
で
あ
る
た
め
評
価
が
難
し
い
が
、
奉
納
品
に
多
い
鉄
鋌
や
調
理
に
用
い
る
移
動
式
竈
・
製

塩
土
器
、
供
膳
具
の
耳
皿
等
も
確
認
で
き
る
。

　

以
上
の
情
報
を
統
合
し
、
第
二
面
（
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
・
社
殿
）
に
お
け
る
遺
跡

形
成
を
単
系
列
的
に
時
間
軸
で
整
理
す
る
。

①
官
衙
域
の
再
整
備
に
よ
る
社
殿
の
建
立

②
祭
祀
の
準
備

③
神
饌
の
調
理

④
本
殿
前
面
で
幣
帛
・
神
饌
を
奉
献
し
、
祝
詞
を
奏
上

⑤
神
饌
の
撤
下

⑥
幣
帛
・
供
膳
具
・
調
理
具
・
照
明
具
の
収
納
と
集
積

　

官
衙
域
の
再
整
備
は
、
出
土
遺
構
の
層
位
的
検
出
で
確
認
で
き
る
。
社
の
核
と
な
る
本

殿
は
、
柵
列
と
二
重
の
区
画
溝
で
囲
ま
れ
た
独
立
棟
持
柱
付
総
柱
建
物
で
あ
る
。

　

祭
具
や
奉
献
品
は
搬
入
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
が
、
出
土
遺
物
に
は
祭
具
に
特
化
す
る
形

で
製
作
さ
れ
た
物
資
は
見
ら
れ
な
い
。
埋
納
品
の
製
作
技
法
や
使
用
痕
跡
を
見
る
限
り
、

神
饌
の
供
膳
具
と
日
常
雑
器
の
峻
別
は
難
し
い
。

　

神
饌
の
調
理
に
つい
て
は
、
移
動
式
竈
や
製
塩
土
器
が
痕
跡
資
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

遊
離
資
料
の
た
め
確
証
を
欠
く
。
よ
り
実
証
的
な
資
料
と
し
て
は
、
埋
納
品
の
調
理
痕
跡

の
あ
る
土
師
器
甕
で
あ
る
。
調
理
具
を
あ
え
て
埋
納
す
る
行
為
に
は
、
神
饌
の
調
理
に
対

す
る
特
別
な
認
識
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
調
理
具
を
遠
隔
地
か
ら
持
ち
込
む
よ
り
は
、
社

の
周
囲
で
神
饌
の
調
理
が
な
さ
れ
、
そ
の
調
理
具
が
埋
納
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
。

　

本
殿
を
「
神
の
占
有
空
間
」
と
捉
え
た
場
合
、
神
饌
の
奉
献
や
祝
詞
を
奏
上
す
る
場

は
本
殿
南
側
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
殿
南
側
は
礫
敷
が
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
祭
場

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
古
資
料
か
ら
窺
え
る
。

　

神
饌
の
撤
下
後
は
、
本
殿
西
隣
に
あ
る
神
庫
に
奉
納
品
を
納
め
、
さ
ら
に
境
内
の
南
端

に
築
か
れ
た
方
形
石
積
み
に
、
神
饌
の
調
理
や
奉
納
に
用
い
た
土
器
を
集
積
し
た
。
祭
具

の
埋
納
は
灯
明
皿
が
伴
う
た
め
、
日
没
後
に
実
施
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
埋
納

土
器
に
も
灯
明
皿
が
確
認
で
き
る
た
め
、
神
饌
の
調
理
や
本
殿
前
面
で
の
祭
祀
も
、
い
ず

れ
か
が
夜
間
に
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



SP555 SX52
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図一〇　金武城田遺跡・方形石積み下部に埋納された土器（SP555・SX52）



SP555-14（土師器甕）

（甕胴部外面）

（甕胴部内面）

　埋納遺構（SP555）の中央に据えられていた甕である。

胴部外面下部に環状にススが付着し、口縁外面にも薄

くススが付着する。胴部内面底部は焦げ付きがあり、

内面下部の器面が荒れる。以上の痕跡は、この甕が調

理に用いられたことを示す。

灯芯痕（旧）

灯芯痕 ( 新 )
SP555-13（灯明皿）

　埋納遺構（SP555）に納められた土師器坏のうちの

一点。灯芯痕と油煙痕が確認できることから、「灯明皿」

として利用したと判断できる。灯心痕は 2 箇所あり、

油煙痕の先後関係（切りあい）が確認できる。ただし、

風化具合が類似するため、短時間での先後関係と見る。

　調理具・供膳具とともに埋納される状況と使用痕跡

を統合すると、この灯明皿は「調理時」または「供膳時」

に利用されたものと想定できる。祭祀を構成する「祭具」

の一つであったために、方形石積み下部に埋納された

と考えられる。

SX52-15（灯明皿）

　埋納遺構（SP555）の外

縁に置かれていた灯明皿

（SX52）である。両個体と

も、灯心痕は 1 箇所のみ

で、油煙痕の範囲も狭い

ことから、比較的短時間

での利用が想定できる。

土器埋納時に地面を浅く

掘り窪めて据え、埋納後

は方形石積みで被覆され

る状況にある。

SX52-16（灯明皿）
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写真一 　埋納土器の使用痕跡（SP555-13・14、SX52-15・16、番号は図一〇と対応）



34

四
、
律
令
期
に
お
け
る
大
宰
府
管
内
の
社
と
郡
司

　

上
記
で
は
、
後
野
・
山
ノ
神
前
遺
跡
群
で
の
巨
岩
祭
祀
遺
構
、
金
武
城
田
遺
跡
で
の
社

殿
遺
構
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
た
。
両
遺
跡
の
土
器
型
式
・
組
成
は
一
致
し
、
同
時
代
の
遺

跡
と
の
評
価
は
揺
る
が
な
い
。
こ
の
う
ち
、
金
武
城
田
遺
跡
の
社
殿
遺
構
は
、
調
査
担
当

者
の
吉
留
秀
敏
氏
が
調
査
当
初
か
ら
社
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
、
後
の
研
究
に
つ
な
が
る

よ
う
、
許
さ
れ
た
調
査
条
件
の
下
で
詳
細
な
調
査
記
録
を
残
し
た
（
吉
留
他
二
〇
〇
七
）。

こ
れ
ま
で
に
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
古
代
の
推
定
神
社
跡
（
本
殿
跡
）
は
全
国
的

に
も
八
例
し
か
な
く
、
本
遺
跡
の
評
価
は
現
在
で
も
明
確
に
下
さ
れ
て
い
な
い
（
宮
井

二
〇
一
七
）。
し
か
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
後
野
・
山
ノ
神
前
遺
跡
群
の
巨

岩
祭
祀
遺
構
と
の
類
似
（
土
器
埋
納
状
況
・
土
器
使
用
痕
跡
等
）
か
ら
、
金
武
城
田
遺

跡
に
は
「
社
」
が
存
在
し
た
と
結
論
で
き
る
（
小
嶋
二
〇
一
三
）。
こ
の
結
論
は
、
他
の
推

定
神
社
跡
の
構
成
要
素
と
の
比
較
か
ら
も
傍
証
で
き
る
（
松
尾
二
〇
一
六
）。
ま
た
、
何

重
も
の
区
画
・
遮
蔽
施
設
の
存
在
は
、
笹
生
氏
が
提
言
す
る
「
神
籬
（
ひ
も
ろ
ぎ
）」
の

評
価
と
も
整
合
す
る
（
笹
生
二
〇
一
六
）。

　

総
括
す
る
と
、
奈
良
時
代
の
大
宰
府
管
内
に
は
、「
神
の
存
在
を
象
徴
す
る
巨
岩
」
と

「
神
の
占
有
空
間
で
あ
る
本
殿
」
を
そ
れ
ぞ
れ
核
と
す
る
社
が
同
時
並
存
し
て
い
た
と
判

断
で
き
る
（
図
一
一
・
一
二
）（
笹
生
二
〇
一
二
・
三
浦
二
〇
一
三
）。
巨
岩
と
本
殿
の
前
面

に
お
い
て
類
似
し
た
痕
跡
が
確
認
で
き
る
た
め
、
双
方
で
行
わ
れ
た
祭
祀
行
為
も
共
通
点

が
多
い
。
ま
た
、
こ
の
祭
祀
行
為
に
は
灯
明
皿
を
用
い
る
等
の
仏
教
的
要
素
が
習
合
さ
れ
て

い
る
。
古
く
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
って
き
た
福
岡
平
野
周
囲
の
山
林
に
は
、
生
活

林
や
墓
域
だ
け
で
な
く
、
国
神
が
鎮
座
す
る
聖
域
も
存
在
す
る（
3
）。
こ
の
聖
域
に
仏
僧
が

修
行
の
場
を
求
め
て
入
山
し
、
奈
良
時
代
以
降
に
次
々
と
山
林
寺
院
が
造
営
さ
れ
て
い
く

の
で
あ
る（
4
）。
片
縄
山
山
頂
付
近
の
巨
岩
祭
祀
・
短
期
型
山
寺
の
存
在
は
、
そ
の
初
期
の

事
例
と
評
価
で
き
る
。
そ
し
て
、
同
じ
聖
域
に
神
仏
が
同
居
す
る
宗
教
空
間
は
、
地
域
の

有
力
者
で
あ
る
郡
司
・
郷
長
の
承
諾
に
よ
り
成
立
し
、
聖
域
維
持
の
秩
序
・
人
材
・
財
源

に
つい
て
も
担
保
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る（
5
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
律
令
期
に
お
け
る
大
宰
府
管
内
の
社
で
は
、
巨
岩
と
社
殿
で
類
似
し

た
祭
祀
が
な
さ
れ
、
そ
の
執
行
に
地
域
の
有
力
者
で
あ
る
郡
司
・
郷
長
が
関
わ
って
い
た
と

想
定
で
き
る
。
と
く
に
、
金
武
城
田
遺
跡
の
社
は
官
衙
域
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、
公
的
施

設
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。
沖
ノ
島
祭
祀
は
さ
ら
に
上
位
の
国
家
祭
祀
に
位
置
付
け
ら
れ

る
が
、
そ
の
運
営
に
宗
形
朝
臣
（
胸
肩
君
の
後
裔
氏
族
）
が
関
わ
って
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
宗
形
郡
で
は
延
暦
一
九
年
（
八
〇
〇
）
二
月
の
太
政
官
符
「
応
停
筑
前
国
宗
形

郡
大
領
兼
帯
宗
形
神
主
事
」（『
類
聚
三
代
格
』
巻
七
）
に
い
た
る
ま
で
、
郡
司
と
神
主

の
兼
任
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（
亀
井
一
九
九
九ａ
ｂ
・
二
〇
一
一
）。
宗
形
郡
の
郡
司
は
宗

形
朝
臣
が
独
占
す
る
た
め
、
実
質
的
に
奈
良
時
代
を
通
じ
て
、
宗
形
朝
臣
が
宗
形
社
を

掌
握
し
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

　

筆
者
は
こ
れ
ら
郡
司
と
社
の
有
機
的
関
係
が
、
祭
祀
の
検
討
に
お
け
る
「
大
宰
府
管

内
」
と
い
う
領
域
の
有
意
性
と
考
え
て
い
る
。
大
宰
府
管
内
の
郡
司
子
弟
は
、
大
宰
府
諸

司
・
所
の
運
営
を
支
え
る
府
書
生
と
し
て
出
仕
し
て
い
た（
6
）。
宗
形
朝
臣
も
他
の
管
内
諸

豪
族
と
と
も
に
出
仕
し
て
お
り
、
監
代
・
典
代
・
兵
馬
所
・
警
固
所
・
公
文
所
で
、
府
書

生
と
し
て
名
を
遺
す
（
森
二
〇
一
八
）。
つ
ま
り
、
大
宰
府
は
管
内
諸
豪
族
が
文
書
行
政

を
習
熟
す
る
場
、
さ
ら
に
は
文
化
面
・
思
想
面
で
の
共
有
認
識
を
醸
成
す
る
場
と
し
て
も

機
能
し
た
と
見
ら
れ
、
宗
形
社
を
掌
握
す
る
宗
形
朝
臣
も
そ
の
機
構
に
組
み
込
ま
れ
て
い
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図一一　後野・山ノ神前遺跡群をモデルにした社の想定図（異時同図法で描写）

図一二　金武城田遺跡をモデルにした社の想定図（異時同図法で描写）



社殿と祭祀空間
（金武城田遺跡）

巨岩と祭祀空間
（沖ノ島祭祀遺跡）

巨岩と祭祀空間
（後野・山ノ神前遺跡群）

　後野・山ノ神前遺跡群、沖ノ島祭祀遺跡、金武城田遺跡を素材とした、奈良時代の大宰府管内における社の空間模式図

である。物質資料で確認できる巨岩や本殿、祭具集積の位置関係から、祭場の位置を想定している。考古資料では、金武

城田遺跡のタイル状礫敷（本殿と方形石積みの間の区画）が祭場の傍証である。祭具集積は考古資料からおおよその配置

を特定でき、明確な遺構をもつ「埋納」は、本殿や巨岩と有機的関係をもちつつも、やや離れた場所でなされる。神饌の

調理は、後野・山ノ神前遺跡群で炉と調理具が確認できるため、祭場の近傍でなされたと判断できる。沖ノ島でも神饌の

調理がなされた可能性はあるが、現状で確実な物証はない。沖ノ島祭祀遺跡の祭祀空間は巨岩と社殿の双方の要素をもつ

が、古代の社殿の有無は未確定である。
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た
。
以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
大
宰
府
管
内
の
社
と
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
比
較
研
究
は
、
単

な
る
地
理
的
近
接
だ
け
で
な
く
、
管
内
郡
司
層
の
人
的
繋
が
り
や
祭
祀
体
系
の
共
有
状
況

と
い
う
視
点
か
ら
も
有
意
と
評
価
で
き
る
。

五
、
大
宰
府
管
内
の
社
と
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡 

　

大
宰
府
管
内
の
社
と
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
比
較
研
究
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
は
後
野
・
山

ノ
神
前
遺
跡
群
と
金
武
城
田
遺
跡
の
様
相
か
ら
、
律
令
期
に
お
け
る
大
宰
府
管
内
の
社
の

空
間
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
（
図
一
三
）。
両
遺
跡
の
社
は
存
続
期
間
が
短
く
、
累
積
し

た
情
報
量
も
限
ら
れ
る
。
と
く
に
、
後
野
・
山
ノ
神
前
遺
跡
群
は
山
頂
付
近
に
位
置
す
る

た
め
、
遺
物
の
紛
れ
込
み
が
少
な
い
好
条
件
を
備
え
る
。

　

大
宰
府
管
内
の
社
は
「
神
の
存
在
を
象
徴
す
る
巨
岩
」
や
「
神
の
専
有
空
間
で
あ
る

本
殿
」
を
核
と
し
、
そ
の
前
面
に
「
祭
祀
執
行
の
空
間
（
祭
場
）」
が
存
在
す
る
。
そ
し

て
、
祭
祀
執
行
の
空
間
に
接
す
る
形
で
「
祭
具
収
納
施
設
（
神
庫
・
方
形
石
積
み
・
埋
納

土
坑
）」
が
あ
る
。
こ
の
祭
具
収
納
施
設
の
う
ち
、
方
形
石
積
み
・
埋
納
土
坑
に
は
土
器

類
を
中
心
に
納
め
て
お
り
、
奉
納
品
に
つい
て
は
社
殿
が
あ
る
場
合
に
は
神
庫
、
巨
岩
の
み

の
場
合
は
岩
陰
に
収
納
さ
れ
た
と
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
集
積
さ
れ
た
土
器
に
は
、
供
膳

具
に
加
え
て
、
調
理
具
や
照
明
具
も
含
ま
れ
る
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
、
沖
ノ
島
一
号
遺
跡
を
中
心
に
、
律
令
期
に
お
け
る
沖
津
宮
の
祭
祀
空

間
を
考
え
る
。
廃
棄
場
所
と
も
評
価
さ
れ
る
一
号
遺
跡
は
、
他
を
圧
倒
す
る
規
模
だ
が
、

大
宰
府
管
内
の
社
に
も
見
ら
れ
る
「
本
殿
・
巨
岩
か
ら
離
れ
た
祭
具
収
納
施
設
」
と
同
じ

空
間
配
置
に
あ
る
。
と
く
に
一
号
遺
跡
の
下
層
に
あ
る
石
敷
状
遺
構
は
、
社
殿
を
か
ま
え

図一三　大宰府管内における社の祭祀空間
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る
金
武
城
田
遺
跡
で
も
類
似
遺
構
が
確
認
で
き
た
。
金
武
城
田
遺
跡
で
は
方
形
石
積
み

を
全
掘
し
て
お
り
、
石
積
み
内
部
に
複
数
の
鉄
器
片
・
土
器
片
、
石
積
み
下
に
は
土
器
埋

納
（
供
膳
具
・
調
理
具
・
照
明
具
埋
納
）
が
確
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
律
令
期
の
沖
ノ
島

祭
祀
遺
跡
に
お
い
て
、
巨
石
や
方
形
石
積
み
を
基
点
に
祭
具
収
納
が
な
さ
れ
た
と
の
仮
説

は
、
大
宰
府
管
内
の
社
の
様
相
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る（
7
）。
こ
の
よ
う
な
集
石
や
石
積
み

を
用
い
た
区
画
・
収
納
は
、
古
く
は
巨
岩
上
に
設
け
ら
れ
た
沖
ノ
島
二
一
号
遺
跡
で
認
め

ら
れ
、
古
墳
時
代
以
来
の
伝
統
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（
8
）。

　

巨
岩
か
ら
離
れ
た
祭
具
収
納
施
設
の
存
在
は
、
社
に
お
け
る
社
殿
の
有
無
を
決
定
づ
け

な
い
。
し
か
し
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
お
い
て
沖
津
宮
本
殿
直
下
か
ら
一
号
遺
跡
に
挟
ま

れ
た
空
間
が
、
他
の
大
宰
府
管
内
の
社
に
も
見
ら
れ
る
「
祭
祀
執
行
の
空
間
」
で
あ
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
沖
津
宮
社
殿
は
古
代
の
祭
祀
遺
跡
と
無
関
係
に
存

在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
古
代
か
ら
の
伝
統
（
祭
祀
場
）
の
上
に
存
在
し
て
い
る
と
結
論

で
き
る
。お

わ
り
に

　
「
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
と
同
時
代
で
、
同
領
域
に
属
す
る
祭
祀
遺
跡
の
解
明
」
を
研
究
課

題
に
据
え
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
解
明
に
向
け
た
方
法
論
の
錬
磨
を
図
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
遺
物
に
残
さ
れ
た
痕
跡
が
、
祭
祀
過
程
の
ど
の
よ
う
な
場
面
に
由
来
す
る
の
か
を
追

究
し
、
そ
の
成
果
を
遺
構
の
時
空
間
的
位
置
と
照
合
す
る
こ
と
で
、「
祭
祀
」
に
内
包
さ

れ
る
具
体
的
所
作
や
空
間
認
識
を
考
古
資
料
か
ら
検
証
で
き
る
手
応
え
を
得
た
。
そ
の

過
程
で
、
後
野
・
山
ノ
神
前
遺
跡
群
と
金
武
城
田
遺
跡
で
類
似
し
た
埋
納
行
為
を
把
握
し
、

巨
岩
と
社
殿
の
連
続
性
を
示
す
考
古
資
料
を
提
示
し
た
。

　

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
と
大
宰
府
管
内
の
社
の
比
較
検
討
で
は
、
双
方
に
共
通
し
た
祭
祀
空

間
が
存
在
す
る
見
通
し
を
得
た
。
し
か
し
、
共
通
要
素
が
あ
る
一
方
で
、
質
・
量
の
違
い

に
加
え
、「
沖
ノ
島
系
祭
祀
遺
物
」
と
称
さ
れ
る
特
注
祭
具
等
の
顕
著
な
違
い
も
存
在
す

る
。
こ
の
異
な
る
要
素
を
「
国
家
」
や
「
対
外
交
流
」
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、
宗

形
郡
、
ひ
い
て
は
大
宰
府
管
内
の
祭
祀
体
系
と
い
う
視
点
か
ら
実
証
的
に
検
証
す
る
こ
と

も
、
今
後
の
沖
ノ
島
研
究
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
に
九
州
山
岳
霊
場
遺
跡
研
究
会
で
発
表
し
た
内
容
の
一
部
を

骨
子
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
ま
で
の
検
討
結
果
を
統
合
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
（
小
嶋

二
〇
一
三
・
二
〇
一
八ａｃ
）。
ま
た
、
図
一
は
地
理
院
地
図
の
標
高
タ
イ
ル
を
加
工
し
て
作

成
し
た
。

（
九
州
国
立
博
物
館
）

註（
1
）
胸
肩
君
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
①
横
穴
式
石
室
墳
・
②
墳
丘
外
供
献
土
器
・
③
土
器
の
非
副

葬
・
④
前
方
後
円
墳
墓
制
の
維
持
（
小
嶋
二
〇
一
二
・
二
〇
一
八
b
）、
⑤
石
材
輸
送
（
井

浦
二
〇
一
三
・
二
〇
一
五
・
二
〇
一
七
）、
⑥
沖
ノ
島
系
祭
祀
具
（
井
浦
二
〇
一
三
、
白

木
二
〇
一
八
）、
⑦
導
入
期
有
孔
円
板
（
清
喜
二
〇
一
八
）、
⑧
宗
形
郡
の
範
囲
（
木
下

一
九
九
九
・
大
高
二
〇
一
七
）
と
い
う
、
複
数
の
研
究
者
に
よ
る
異
な
る
素
材
、
異
な
る
研
究

手
法
で
の
研
究
蓄
積
が
着
実
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
小
嶋
二
〇
一
九
）。

（
2
）
大
宰
府
官
衙
が
置
か
れ
た
筑
前
国
は
、
国
衙
機
能
の
共
有
も
想
定
さ
れ
る
な
ど
、
西
海
道
諸
国
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で
最
も
大
宰
府
と
結
び
つ
き
が
強
い
。

（
3
）
福
岡
平
野
周
辺
に
お
け
る
山
林
利
用
に
つ
い
て
は
、
小
嶋
二
〇
一
三
・
二
〇
一
六
で
整
理
し
て

い
る
。

（
4
）
久
保
智
康
氏
は
、「
山
寺
と
社
が
一
つ
の
宗
教
空
間
を
形
成
し
そ
の
地
の
人
々
の
祈
願
に
応
じ
る

と
い
う
、
近
世
末
の
神
仏
分
離
ま
で
全
国
各
地
に
み
ら
れ
た
寺
と
社
の
原
風
景
が
、
平
安
時
代

の
出
雲
各
地
で
展
開
し
て
い
た
」
こ
と
を
指
摘
す
る
（
久
保
二
〇
一
二
）。
後
野
・
山
ノ
神
前
遺

跡
群
と
大
薮
遺
跡
群
の
事
例
か
ら
、
奈
良
時
代
後
半
に
は
大
宰
府
管
内
で
も
山
寺
と
社
の
併
存

が
認
め
ら
れ
る
。

（
5
）
後
藤
建
一
氏
は
「
巫
覡
を
首
長
が
代
表
す
る
共
同
体
か
ら
輩
出
し
て
い
る
よ
う
に
、
僧
尼
も
ま

た
山
居
す
る
山
に
鎮
座
す
る
国
神
と
無
縁
の
者
で
は
な
く
在
地
首
長
層
も
し
く
は
首
長
が
代
表

す
る
共
同
体
を
出
自
と
し
て
い
た
」
と
想
定
し
た
（
後
藤
二
〇
一
二
）。
筆
者
も
本
論
を
基
に
、

同
様
の
構
造
が
大
宰
府
管
内
に
存
在
し
た
と
見
る
。

（
6
）
郡
司
任
用
は
一
般
諸
国
で
は
国
司
に
推
挙
さ
れ
、
式
部
省
で
の
試
験
を
経
て
、
天
皇
決
裁
で
任

命
さ
れ
る
。
し
か
し
、
西
海
道
諸
国
で
は
式
部
省
の
役
割
を
大
宰
府
が
果
た
し
て
お
り
、
実
質

的
に
は
大
宰
府
が
郡
司
任
命
権
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
奈
良
時
代
の
大
宰
府
官
衙
に
は
、

西
海
道
諸
国
の
郡
司
子
弟
が
多
数
上
番
し
た
。

（
7
）
沖
ノ
島
一
号
遺
跡
に
見
ら
れ
る
方
形
石
積
み
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
祭
壇
」・「
祭
場
」・「
小
祀

の
基
壇
」
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
第
三
次
沖
ノ
島
学
術
調
査
隊
一
九
七
九
、
篠
原

二
〇
一
三
、
西
谷
二
〇
一
八
）。

	

篠
原
祐
一
氏
は
、「
祭
場
の
復
元
を
軽
々
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
整
地
し
て
平
坦
面
を
確

保
し
、
祭
壇
を
設
け
る
庭
上
祭
祀
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
は
容
易
」
と
述
べ
る
（
篠

原
二
〇
一
三
）。
併
せ
て
、
一
号
遺
跡
出
土
滑
石
製
品
に
粗
悪
品
や
未
製
品
、
剥
片
が
多
く
含

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、「
一
号
遺
跡
に
供
せ
ら
れ
た
奉
納
品
は
、
一
部
は
現
地
で
生
産
さ
れ
、
潔
斎

し
て
島
内
に
入
っ
た
工
人
が
、
一
号
遺
跡
で
生
産
し
た
」
と
想
定
し
た
。

	

西
谷
正
氏
は
、
古
代
の
社
殿
に
関
わ
る
文
献
史
料
と
考
古
資
料
を
状
況
証
拠
と
し
て
挙
げ
、

「
露
天
祭
祀
段
階
に
お
け
る
小
祀
も
し
く
は
初
期
の
社
殿
の
成
立
は
、
当
然
あ
る
い
は
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
想
定
で
き
る
」
と
の
問
題
提
起
を
行
い
、
一
号
遺
跡
の
石
敷
状
遺
構
を
「
小
祀
の
基

壇
」
と
想
定
し
た
（
西
谷
二
〇
一
八
）。

	

筆
者
は
「
祭
具
の
確
保
」
や
「
社
殿
の
成
立
」
は
重
要
な
研
究
課
題
と
認
識
す
る
が
、
本
文

で
記
す
論
拠
か
ら
、
一
号
遺
跡
の
方
形
石
積
み
は
祭
具
収
納
施
設
と
し
て
機
能
し
た
と
判
断
し

た
。
た
だ
し
、
小
田
富
士
雄
氏
が
指
摘
す
る
一
号
遺
跡
の
性
格
が
変
遷
し
た
可
能
性
は
、
本
論

の
分
析
結
果
で
は
検
証
で
き
な
い
た
め
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

（
8
）
小
田
富
士
雄
氏
の
研
究
で
、
一
号
遺
跡
と
二
一
号
遺
跡
の
比
較
が
な
さ
れ
、「
長
方
形
な
い
し
正

方
形
の
祭
壇
状
平
坦
面
を
構
成
し
、
南
東
隅
部
に
大
石
を
立
て
か
け
た
状
況
は
、
巨
岩
上
祭

祀
段
階
の
二
一
号
遺
跡
に
み
ら
れ
た
祭
壇
構
造
が
想
起
さ
れ
る
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
（
小
田

二
〇
一
三
）。

参
考
文
献

安
部
裕
久 

二
〇
一
五
「
筑
前
の
祭
祀
」『
古
文
化
談
叢
』
第
七
三
集 

九
州
古
文
化
研
究
会

井
浦
一 

二
〇
一
三
『
津
屋
崎
古
墳
群
Ⅲ
』
福
津
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
集 

福
津
市
教
育
委
員
会

井
浦
一 
石
橋
英
巳 

森
康 

二
〇
一
五
「
福
岡
県
津
屋
崎
古
墳
群
に
用
い
ら
れ
た
玄
武
岩
石
材
の
供
給

地
」『
九
州
考
古
学
』
第
九
〇
号 

九
州
考
古
学
会

井
浦
一 

二
〇
一
七
「
胸
肩
君
の
領
域
」『
季
刊
邪
馬
台
国
』
一
三
二
号 

梓
書
院

大
高
広
和 

二
〇
一
七
「
古
代
宗
像
郡
郷
名
駅
名
考
証
（
三
）」『
沖
ノ
島
研
究
』
第
三
号 

「
宗
像
・
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沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議

岡
寺
未
幾
・
大
高
広
和 

二
〇
一
八
「
沖
ノ
島
研
究
の
歩
み
」『
季
刊
考
古
学
・
別
冊
二
七 

世
界
の
な

か
の
沖
ノ
島
』
雄
山
閣

小
田
富
士
雄 
二
〇
一
三
「
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
再
検
討
三
」『「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
研

究
報
告
Ⅲ
』 「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議

亀
井
輝
一
郎 

一
九
九
九ａ
「
ヤ
マ
ト
王
権
と
宗
像
」『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻 

宗
像
市

亀
井
輝
一
郎 

一
九
九
九
ｂ
「
律
令
時
代
の
宗
像
」『
津
屋
崎
町
史
』
通
史
編 

津
屋
崎
町

亀
井
輝
一
郎 

二
〇
一
一
「
古
代
の
宗
像
氏
と
宗
像
信
仰
」『
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
研
究
報

告
Ⅰ
』「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議

木
下
良 

一
九
九
九
「
律
令
制
下
に
お
け
る
宗
像
郡
と
交
通
」『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻 

宗
像
市

九
州
国
立
博
物
館 

二
〇
一
七
『
宗
像
・
沖
ノ
島
と
大
和
朝
廷
』
九
州
国
立
博
物
館
特
別
展
図
録

久
保
智
康 

二
〇
一
二
「
宗
教
空
間
と
し
て
の
山
寺
と
社
-
古
代
出
雲
を
例
に
-」『
季
刊 

考
古
学
』

第
一
二
一
号 

雄
山
閣

小
嶋
篤 

二
〇
一
二
「
墓
制
と
領
域
-
胸
肩
君
一
族
の
足
跡
-」『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』

三
七 

九
州
歴
史
資
料
館

小
嶋
篤 

二
〇
一
三
「
山
岳
霊
場
と
山
林
利
用
の
考
古
学
的
研
究
」『
首
羅
山
を
と
り
ま
く
聖
な
る

山
々
』
九
州
山
岳
霊
場
遺
跡
研
究
会

小
嶋
篤 

二
〇
一
六
『
大
宰
府
の
軍
備
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
』（
課
題
番
号
二
五
七
七
〇
二
九
〇
、

平
成
二
五
～
二
七
年
度
科
学
研
究
助
成 

若
手
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
）
九
州
国
立
博

物
館
・
福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

小
嶋
篤 

二
〇
一
八ａ
「
巨
岩
と
社
殿
」『
知
ら
れ
ざ
る
沖
ノ
島
祭
祀
』
九
州
国
立
博
物
館

小
嶋
篤 

二
〇
一
八
ｂ
「「
前
方
後
円
墳
の
終
焉
」
か
ら
見
た
胸
肩
君
」『
沖
ノ
島
研
究
』
第
四
号 

「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議

小
嶋
篤 

二
〇
一
八ｃ
「
大
宰
府
管
内
の
巨
岩
と
社
殿
」『
季
刊
考
古
学
・
別
冊
二
七 

世
界
の
な
か
の
沖

ノ
島
』
雄
山
閣

小
嶋
篤 

二
〇
一
九
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
胸
肩
君
」『
大
宰
府
学
研
究
』
九
州
国
立
博
物
館
ア
ジ
ア

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
第
一
集　

九
州
国
立
博
物
館
・
福
岡
県
立
ア
ジ
ア
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー

後
藤
建
一 

二
〇
一
二
「
国
分
寺
と
山
寺
」『
季
刊 

考
古
学
』
第
一
二
一
号 

雄
山
閣

笹
生
衛 

二
〇
一
一
「
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
お
け
る
遺
物
組
成
と
祭
祀
構
造
-
鉄
製
品
･
金
属
製
品

を
中
心
に
-」『「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
研
究
報
告
Ⅰ
』 「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議

笹
生
衛 

二
〇
一
二
「
日
本
に
お
け
る
古
代
祭
祀
研
究
と
沖
ノ
島
祭
祀
-
主
に
祭
祀
遺
跡
研
究
の
流
れ

と
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
関
係
か
ら
-」『「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
研
究
報
告
Ⅱ
-

一
』 「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議

笹
生
衛 

二
〇
一
六
『
神
と
死
者
の
考
古
学
』
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
四
一
七 

吉
川
弘
文
館

笹
生
衛 

二
〇
一
八
「
沖
ノ
島
祭
祀
の
実
像
」『
季
刊
考
古
学
・
別
冊
二
七 

世
界
の
な
か
の
沖
ノ
島
』

雄
山
閣

篠
原
祐
一 

二
〇
一
一
「
五
世
紀
に
お
け
る
石
製
祭
具
と
沖
ノ
島
の
石
材
」『「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

遺
産
群
」
研
究
報
告
Ⅰ
』 「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議

白
木
英
敏 

二
〇
一
八
「
御
嶽
山
と
下
高
宮
の
祭
祀
遺
跡
」『
季
刊
考
古
学
・
別
冊
二
七 

世
界
の
な
か

の
沖
ノ
島
』
雄
山
閣

鈴
木
地
平 
二
〇
一
七
「「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
評
価
・
審
査
を
巡
っ
て
」

『
月
刊
文
化
財
』
六
五
一　

第
一
法
規
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清
喜
裕
二 

二
〇
一
八
「
沖
ノ
島
の
滑
石
製
品
」『
季
刊
考
古
学
・
別
冊
二
七 

世
界
の
な
か
の
沖
ノ
島
』

雄
山
閣

第
三
次
沖
ノ
島
学
術
調
査
隊
（
代
表 

岡
崎
敬
） 

一
九
七
九
『
宗
像 

沖
ノ
島
』
宗
像
大
社
復
興
期
成
会

西
谷
正 

二
〇
一
八
「
沖
ノ
島
か
ら
神
社
の
起
源
を
考
え
る
」『
沖
ノ
島
研
究
』
第
四
号 

「
宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
推
進
会
議

牧
田
梨
津
子
・
伊
野
近
富 

二
〇
一
四
「
奈
良
時
代
の
灯
明
皿
の
使
用
実
態
の
検
討
」『
京
都
府
埋
蔵

文
化
財
情
報
』
第
一
二
三
号 
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

松
尾
充
晶 

二
〇
一
六
「
古
代
神
社
の
立
地
環
境
と
構
造
」『
古
代
祭
祀
と
地
域
社
会
』
島
根
県
古
代

文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集
第
一
六
集　

島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー

三
浦
正
幸 

二
〇
一
三
『
神
社
の
本
殿
』
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
三
六
二 

吉
川
弘
文
館

宮
井
善
朗 

二
〇
一
七
「
都
地
遺
跡 

乙
石
遺
跡 

金
武
城
田
遺
跡 
浦
江
遺
跡 

都
地
泉
遺
跡
─
飯
盛
山

麓
の
官
営
製
鉄
所
─
」『
福
岡
市
史 

資
料
編
考
古
一 

遺
跡
か
ら
み
た
福
岡
の
歴
史
─
西
部
編

─
』
福
岡
市
史
編
集
委
員
会

森
公
章 

二
〇
一
八
「
大
宰
府
の
官
衙
」『
展
望
・
大
宰
府
研
究 

大
宰
府
の
官
衙
』
九
州
歴
史
資
料
館

吉
留
英
敏 

阿
部
泰
之 

宮
井
善
朗 

田
上
勇
一
郎 

二
〇
〇
七
『
金
武 

四
』
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
書
第
九
二
七
集 

福
岡
市
教
育
委
員
会




